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フラワーアレンジメント講座

ぶらんこのおはなし会

上映会 (おとな向け )

「する」を考える勉強会

おはなし会 ( 子ども向け )

ふくちHAPPY TIMEマルシェ

おはなし会 ( 乳幼児向け )

赤い風船のおはなし会

上映会 ( 子ども向け )

ふくちのちゲームデー

上映会 ( 乳幼児向け )

おはなし会 ( 子ども向け )

大人のための朗読講座

6月

★マークのものは申し込みが必要となります。

「秘密発見クイズ」で館内を探検！
5 月の大型連休で、図書館・歴
史資料館の秘密発見クイズを行
いました。館内を探検し、クイズ
の正解を見つけた子どもたちは

風船をゲット！館内は子ど
もの笑顔と風船であふれま
した。折り紙・塗り絵ワー
クショップも行われ、素敵
な作品が館内を飾りました。

ワクワクワ広場で10店以上
が雑貨やお菓子を販売。

7

頭と体をつかおう！
ふくちのちゲームデー

福智町図書館・歴史資料館
ふくちのち

http://fukuchinochi.com
10:00-19:00

福智町赤池970-2
☎ 28-2855

５月14日多目的室で切り絵（カッターで
蝶を作ろう!）講座を開催しました。

日時 ▶６月10日土14：00～15：30
場所 ▶２階 多目的室
講師 ▶本のソムリエ団長
テーマ ▶年間1,000冊以上の本
を読む "本のソムリエ団長さん"に
本の魅力について聞いてみよう！

第7回「する」を
考える勉強会イベント

イベント

ピ
ア
ック
ップ

❶足利尊氏（KADOKAWA）
 　森 茂暁／著

❷もう山でバテない！（山と溪谷社）

 　能勢 博／著

❸夜の谷を行く（文藝春秋）
 　桐野 夏生／著

❹サツマイモの世界 世界のサツマイモ
　 （現代書館） 山川 理／著

❺緑の霧（ほるぷ出版）
 　キャサリン・ヴァン・クリーヴ／作

❻しくじり動物大集合（永岡書店）
 　新宅 広二／著

❼もっと知ろう！発酵のちから（ほるぷ出版）
 　中居 惠子／著

❽はしれちいさいきかんしゃ（福音館書店）
 　イブ・スパング・オルセン／さく・え

一
般
書

児
童
書

新着本

↓
厳
選
さ
れ
た
世

界
各
国
の
ゲ
ー
ム

が
楽
し
め
ま
す
。日時 ▶6月18日日10：00～16：00

場所 ▶ワクワクワ広場　（参加無料）
▶ふくちのちにいろいろな種類のゲームが集合！
遊び方を教えてくれるゲームの達人もやってきます！
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昔の写真を探しています！
問本庁2階広報・広聴係
　☎22-7766
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定禅寺稚児舞奉納の記念写
真。改築前の茅葺きの本堂の
左側に、藤棚が確認できます。
当時は特に藤で知られた寺で
はなく、境内でわざわざ藤見を
する人もいなかったそうです。

撮影日●大正８年４月頃
撮影場所●弁城

定禅寺「稚児舞奉納」

小
四

▶５月のイベントとしてすぐ
に思い浮かぶのが方城の祭
り。取材を通して巨大な山
笠や人 の々熱気など、多くの
魅力を感じることができまし
た。広報の役目はその魅力
を記事にして、多くの人に伝
えること。初めての大きな記
事に苦心しながら、やっとの
思いで作り上げた紙面で少
しでもその魅力を伝えること
ができると幸いです。（田代）

▶はじめは「なんで騙される
んだろう」と思っていた詐欺。
調べるうちに、人の心理を
熟知した疑う余地のない計
画的な犯行に、思わず感心
しかけました。トラブルに慣
れている人なんていないの
で、いざ自分の身にふりか
かった時は当然焦ってしまう
はず。一人ひとりが知識と
意識を高め、被害ゼロの町
を目指したいですね。（日吉）
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